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７
月
21
日
（
日
）
第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

投
票
率
は
、
全
国
48
・
80
％
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
戦
後
２

番
目
の
低
さ
。
東
京
で
は
51
・
77
％
、
練
馬
区
51
・
65
％
、

板
橋
区
50
・
50
％
、
本
紙
関
係
分
を
み
る
と
、
光
が
丘
第
三

中
区
が
ト
ッ
プ
で
64
・
66
％
、
２
番
　
同
春
の
風
小
区
61
・

74
％
、
３
番
　
同
四
季
の
香
小
区
57
・
23
％
、
４
番
　
同
光

八
小
区
56
・
26
％
、
５
番
　
同
秋
の
陽
小
区
55
・
82
％
、
６

番
　
田
柄
中
区
55
・
21
％
、
７
番
　
春
日
町
青
少
年
館
53
・

10
％
、
８
番
　
練
馬
小
区
51
・
91
％
、
９
番
　
田
柄
第
二
小

区
51
・
75
％
、
10
番
　
田
柄
小
区
51
・
21
％
、
11
番
　
旭
町

小
区
50
・
78
％
、
12
番
　
高
松
小
区
49
・
64
％
、
13
番
　
豊

渓
小
区
48
・
32
％
、
14
番
　
八
坂
中
区
47
・
62
％
だ
っ
た
。

立
候
補
20
名
　
当
選
６
名

党
派
別
の
当
選
者
数

比
例
選
の
確
定
者
数



光が丘の人口は、1988（昭和63）年の調査によると、

26,319人。以後毎年増加して、最多の年は、1993（平成5）年

の38,174人を記録している。しかし、その後減少し続け2019

（平成31）年には27,618人となり、ピーク時より10,553人減少

した。今後も憂慮すべき状態が続くとみられる。





こ
の
お
祭
り
の
歴
史

は
、
１
９
９
７
（
平
成
９
）

年
７
月
20
・
21
の
両
日
、

練
馬
区
独
立
50
周
年
記
念

と
、
同
年
12
月
に
開
通
す

る
地
下
鉄
12
号
線
新
宿
延

伸
開
業
を
記
念
し
て
行
わ

れ
た
。
初
日
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
も

６
時
30
分
か
ら
光
が
丘
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
練
馬
区

（
当
時
　
岩
波
三
郎
区
長
）

は
５
時
30
分
よ
り
先
着
５

０
０
名
に
参
加
記
念
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
（
指

導
　
練
馬
区
在
住
・
輪
島

直
幸
氏
）
こ
の
ラ
ジ
オ
体

操
を
主
催
し
た
郵
政
省

（
光
が
丘
郵
便
局
）
で
は

ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
に
芝
生
広
場

で
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ
、

ミ
ニ
動
物
園
も
特
設
し

た
。【

受
賞
チ
ー
ム
】

▽
高
知
県
知
事
賞
＝
ぞ

っ
こ
ん
町
田
'98
▽
練
馬
区

長
賞
＝
東
京
農
大
　
百
笑

▽
よ
さ
こ
い
光
が
丘
大

賞
＝
七
福
よ
さ
こ
い
連
祝

禧
▽
光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ
賞
＝

夏
舞
徒
▽
光
が
丘
地
区
連

合
協
議
会
賞
＝
朝
霞
鳴
子

一
族
め
組
▽
光
が
丘
新
聞

賞
＝
な
る
た
か
▽
練
馬
区

商
店
街
連
合
賞
＝
お
ど
り

ん
ち
ゅ
▽
旭
町
一
丁
目
商

店
会
賞
＝
ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
　
Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｋ
Ａ
組
▽
旭
町
一
丁
目

町
会
賞
＝
朝
霞
高
校
　
若

欅
▽
旭
町
二
丁
目
町
会

賞
＝
破
天
荒
　
ｓ
ｕ
ｐ
ｐ

ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｂ
ｙ
　
安

全
輸
送
▽
旭
町
三
丁
目
町

会
賞
＝
燦
ー
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ー
▽

よ
さ
こ
い
旗
手
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
大
賞
＝
音
鳴
會

【
審
査
員
】

▽
委
員
長
＝
清
水
智
子

▽
審
査
員
＝
高
知
県
東
京

事
務
所
　
橋
本
貞
夫
　
同

地
部
田
彩
奈
　
粮
良
三

夫
　
橋
本
　
正
　
関
口

喬
　
渡
辺
　
貞

第
１
回
よ
さ
こ
い
光
が
丘
は
都
立
光
が
丘
公
園
で
、
２
０
０
６

（
平
成
18
）
年
７
月
14
日
〜
16
日
ま
で
台
風
４
号
の
中
で
開
か
れ

た
。
が
、
最
終
日
の
16
日
は
晴
天
と
な
り
30
チ
ー
ム
約
１
３
０

０
名
が
こ
の
光
が
丘
の
地
に
足
跡
を
残
し
た
。
令
和
元
年
の
第

13
（
通
算
23
）
回
の
よ
さ
こ
い
は
、
７
月
13
日
〜
15
日
ま
で
同

所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
26
年
ぶ
り
の
梅
雨
空
に
見
舞
わ
れ

13
・
14
日
は
雨
、
最
終
日
の
15
日
は
荒
天
が
支
配
し
た
。
参
加

チ
ー
ム
は
69
、
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
中
、「
よ
さ
こ
い
光
が
丘
」
の
メ

ー
ン
モ
ッ
ト
ー
笑
顔
を
絶
や
す
こ
と
な
く
無
事
に
舞
い
納
め
た
。

7月13日開会式の間お天道様が見守ってくれた

降ったり止んだりの中景気づけに一役買った（旭太鼓）

観客は傘やカッパを着て応援した（鳴子光丘）

ダイナミックな動きが目立った（霞童） 高校生たちがゴミ集めをして喜ばれた

足元をぬらしながら踊り抜いた（世田谷笑i n若林）

雨の中旗手が腕前を披露した
（d a n c a  c o m p a n y RE IKA組）

つき上がる若さが魅力的だった（学生よさこいチームおどりんちゅ）

少し位の雨は気にしない



本
校
の
開
校
記
念
日
で

あ
る
６
月
８
日
（
土
）
、

開
校
30
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
が
無
事
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
御
参
会
の
皆
様

の
お
か
げ
で
、
式
典
・
祝

賀
会
と
も
に
と
て
も
和
や

か
で
温
か
い
雰
囲
気
の

中
、
滞
り
な
く
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
こ
れ
ま
で
企
画
、

運
営
、
準
備
等
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
実
行

委
員
会
の
皆
様
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ
御

尽
力
の
お
か
げ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

式
典
で
の
全
校
児
童
に

よ
る
「
よ
ろ
こ
び
の
言
葉
」

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
い
た
だ

い
た
そ
ろ
い
の
八
小
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
着
て
、
気
持
ち
を

一
つ
に
し
て
、
元
気
い
っ

ぱ
い
発
表
で
き
ま
し
た
。

御
参
会
の
皆
様
か
ら
も

「
八
小
ら
し
く
て
、
よ
か

っ
た
。
」
「
感
動
し
た
。
」

と
多
く
の
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子

供
た
ち
が
褒
め
ら
れ
る
こ

と
が
一
番
で
す
。
…
…

開
校
30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

光
が
丘
第
八
小
学
校
　

校
長
　
長
瀬
　
泰
一
郎

５
月
に
、
６
年
生
と
５

年
生
の
移
動
教
室
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

仲
間
と
協
力
し
て
体
験
等

に
取
り
組
む
素
敵
な
姿
に

た
く
さ
ん
出
会
い
ま
し

た
。例

え
ば
、
６
年
生
の
体

育
館
レ
ク
。「
班
ご
と
に
、

２
メ
ー
ト
ル
の
ガ
ム
テ
ー

プ
と
画
用
紙
１
枚
で
、
で

き
る
だ
け
高
い
自
立
し
た

タ
ワ
ー
を
作
ろ
う
。
」
と

い
う
お
題
。
各
班
が
、
額

を
寄
せ
合
い
、
あ
あ
で
も

な
い
こ
う
で
も
な
い
と
意

見
を
出
し
合
い
、
夢
中
に

な
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
タ

ワ
ー
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。５

年
生
の
火
起
こ
し
体

験
。
お
互
い
に
土
台
の
木

が
動
か
な
い
よ
う
に
押
さ

え
合
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
苦
労
の
末
、
火
が

つ
く
と
、
自
然
に
拍
手
と

歓
声
。
当
然
、
火
が
つ
い

た
児
童
も
満
面
の
笑
み
。

５
年
生
も
６
年
生
も
、

と
て
も
仲
の
良
い
仲
間
で

す
。
そ
の
仲
間
と
共
に
協

力
し
て
何
か
を
す
る
こ
と

で
、
楽
し
さ
や
喜
び
が
生

ま
れ
て
き
ま
す
。

日
常
の
学
校
に
も
児
童

の
い
ろ
い
ろ
な
素
敵
な
姿

が
溢
れ
て
い
ま
す
。
登
校

時
、
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら

ニ
コ
ニ
コ
し
て
登
校
し
て

く
る
低
学
年
。
授
業
中
、

筆
箱
な
ど
を
落
と
す
と
、

本
人
よ
り
も
先
に
周
り
の

児
童
が
拾
っ
て
あ
げ
る

姿
。
友
達
が
い
い
発
表
を

す
る
と
、
「
ワ
ァ
ー
。
」

「
す
ご
い
。」
と
い
う
賞
賛

と
拍
手
。
18
日
の
秋
の
陽

ま
つ
り
で
も
、
ク
ラ
ス
の

仲
間
が
協
力
し
て
、
お
店

の
準
備
、
運
営
を
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
素
敵
な
子

ど
も
た
ち
と
共
に
生
活
で

き
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

対
極
に
あ
る
の
が
、

「
い
じ
め
」
で
す
。
い
じ

め
と
は
、
ク
ラ
ス
や
学
校

の
人
か
ら
攻
撃
さ
れ
た

り
、
無
視
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
心
や
体

に
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
で

す
。
従
っ
て
、
い
じ
め
に

は
、
か
ら
か
い
、
い
や
が

ら
せ
、
悪
口
、
か
げ
口
、

無
視
、
仲
間
外
し
、
避
け

る
、
脅
す
、
暴
力
、
持
ち

物
を
隠
す
、
盗
む
、
落
書

き
を
す
る
、
無
理
矢
理
や

ら
せ
る
、
命
令
す
る
、
わ

ざ
と
ぶ
つ
か
る
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
今
、
こ
う
し
て

い
じ
め
の
例
を
書
い
て
い

る
だ
け
で
気
分
が
悪
く
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行

為
は
、
な
ん
と
し
て
で
も

ゼ
ロ
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

光
が
丘
秋
の
陽
小
学
校
　

校
長
　
関
根
　
幸
男

仲
間
　
楽
し
さ
や
喜
び
が
生
ま
れ
る

…
先
日
、
タ
ク
シ
ー
に

乗
っ
た
と
き
の
事
で
す
。

運
転
手
さ
ん
の
お
仕
事
は

お
客
様
を
無
事
に
目
的
地

に
送
り
届
け
る
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
お
客
さ
ん

も
運
転
手
さ
ん
も
感
情
の

あ
る
人
間
同
士
の
営
み
で

す
か
ら
、
そ
こ
に
温
か
い

心
の
交
流
と
し
て
明
る
い

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

が
出
来
れ
ば
タ
ク
シ
ー
を

降
り
る
と
き
に
気
力
を
充

実
さ
せ
て
仕
事
に
迎
え
る

と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
何
か
を
頼
ま

れ
た
と
き
に
も
同
じ
で

す
。
「
こ
れ
頼
め
な
い
か

な
〜
？
」
と
お
願
い
し
た

と
き
に
「
よ
っ
し
ゃ
ー
、

任
し
と
け
！
」
と
返
事
が

帰
っ
て
く
れ
ば
ご
家
庭
で

も
学
校
で
も
活
気
に
満
ち

溢
れ
て
き
ま
す
。
向
上
心

豊
か
な
ご
家
庭
、
前
向
き

な
学
級
に
な
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
「
こ
れ
、

お
願
い
し
た
い
ん
だ
け

ど
」
と
頼
ん
だ
と
き
「
え

ー
、
私
が
や
る
ん
で
す

か
？
」
等
と
言
わ
れ
る
と

頼
ん
だ
方
も
怯
ん
で
し
ま

い
や
る
気
が
萎
え
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
中
に
は

や
っ
て
は
く
れ
る
ん
だ
け

ど
、
必
ず
「
や
っ
て
も
良

い
け
ど
忙
し
い
か
ら
な

ー
」
と
か
「
面
倒
く
さ
い

か
ら
、
本
当
は
や
り
た
く

な
い
ん
だ
よ
ね
」
と
か
、

あ
あ
だ
の
、
こ
う
だ
の
と

前
置
き
を
並
べ
て
か
ら
承

知
す
る
と
い
う
方
も
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
と
て
も
損

な
生
き
方
で
す
。
折
角
頼

ま
れ
た
こ
と
を
実
行
し
て

も
、
あ
ま
り
感
謝
さ
れ
ま

せ
ん
。
頼
ま
れ
た
こ
と
を

実
行
す
る
の
に
は
、
同
じ

労
力
が
必
要
に
な
る
わ
け

で
す
か
ら
、
気
持
ち
よ
く
、

す
ぐ
に
引
き
受
け
た
方
が

得
（
徳
）
で
す
ね
。
も
ち

ろ
ん
報
酬
を
要
求
し
た

り
、
恩
を
着
せ
て
は
嫌
わ

れ
ま
す
。
折
角
の
出
番
で

す
。
「
ハ
イ
ハ
イ
、
や
ら

せ
て
戴
き
ま
し
ょ
う
。
」

と
謙
虚
な
姿
勢
が
良
い
で

す
ね
。
…
…

「
快
い
返
事
一
つ
で

天
も
日
も
　
人
の
心
丸
く
な
り
」

光
が
丘
夏
の
雲
小
学
校
　

校
長
　
牧
野
　
光
洋

…
今
か
ら
18
年
前
に
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
の
心
理
学

者
、
ハ
ワ
ー
ド
・
ガ
ー
ド

ナ
ー
博
士
が
『
個
性
を
生

か
す
多
重
知
能
（
Ｍ
Ｉ
）

の
理
論
』
と
い
う
著
書
を

出
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
、
人
の
知
能
は
Ｉ
Ｑ
の

よ
う
な
単
一
の
も
の
で
は

な
く
８
つ
あ
り
、
そ
の
８

つ
の
知
能
を
人
は
複
合
的

に
使
っ
て
い
て
、
こ
の
８

つ
の
知
能
の
高
低
に
よ
る

凸
凹
か
ら
物
事
を
学
ぶ
個

性
が
あ
ら
わ
れ
る
そ
う
で

す
。
つ
ま
り
、
一
人
一
人

得
意
と
す
る
学
び
方
に
違

い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。例

え
ば
あ
る
種
の
説
明

文
が
あ
っ
た
と
し
て
、

「
言
語
的
知
能
」
の
高
い

人
は
文
章
を
読
む
こ
と
で

理
解
が
で
き
、
「
空
間
的

知
能
」
の
高
い
人
は
図
を

描
き
な
が
ら
理
解
で
き
、

「
身
体
的
知
能
」
の
高
い

人
は
手
足
を
使
っ
て
再
現

し
て
理
解
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
に
合
っ
た
学
習
方
法
で

学
ぶ
こ
と
が
よ
い
そ
う
で

す
。そ

う
す
る
と
、
「
対
人

的
知
能
」
が
高
い
人
は
他

者
の
気
持
ち
や
感
情
を
理

解
し
、
良
好
な
関
係
を
築

く
能
力
が
高
い
こ
と
か

ら
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

的
な
学
習
方
法
が
向
い
て

い
て
、
「
内
省
的
知
能
」

が
高
い
人
は
自
分
の
内
面

に
向
き
合
い
、
思
案
し
た

り
、
表
現
し
た
り
す
る
能

力
が
高
い
こ
と
か
ら
、
一

人
で
追
求
し
て
い
く
学
習

が
向
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

…
…

個
性
化
教
育
を
考
え
る

光
が
丘
四
季
の
香
小
学
校
　

校
長
　
高
野
　
博
文

６
月
４
日
（
火
）
か
ら
６

月
７
日
（
金
）
ま
で
、
独
立

行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構

が
開
催
す
る
教
育
相
談
指
導

者
養
成
研
修
（
つ
く
ば
中
央

研
修
セ
ン
タ
ー
に
宿
泊
）
を

受
講
し
て
き
ま
し
た
。
…
中

略
…研

修
で
学
ん
だ
こ
と
の
中

で
、
気
に
な
っ
た
ワ
ー
ド
が

あ
り
ま
し
た
。
ご
紹
介
し
ま

す
。○

「
教
育
虐
待
」
…
教
育

熱
心
す
ぎ
る
親
が
過
度
な
期

待
を
子
供
に
背
負
わ
せ
て
し

ま
い
、
思
う
と
お
り
の
結
果

が
出
な
い
と
厳
し
く
叱
責
し

て
し
ま
う
こ
と
。

○
「
受
容
」
≠
「
許
容
」

「
容
認
」「
承
諾
」
…
感
情
は

受
容
す
る
、
気
持
ち
を
受
け

入
れ
る
け
れ
ど
、
行
動
に
つ

い
て
は
許
容
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
心
理
的
事
実
の
受

容
・
共
感
は
す
る
け
れ
ど
、

客
観
的
事
実
の
指
導
・
支
援

は
し
っ
か
り
行
う
と
い
う
こ

と
。「
気
持
ち
は
受
け
止
め

誤
り
は
正
す
」
と
い
う
こ
と
。

○
「
い
じ
め
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
…
い
じ
め
の
事
案
に
関

す
る
嫌
が
ら
せ
。
…
…

教
育
相
談
指
導
者
養
成
研
修

光
が
丘
春
の
風
小
学
校
　

校
長
　
世
古
　
徳
浩

令和元年7月号



【
ゆ
り
の
木
北
自
治
会
】

２
０
１
９
　
ゆ
り
の
木

夏
ま
つ
り
＝
８
月
24
・
25

の
両
日
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
　
舞
台
設
営
骨
組
み

８
月
18
日
（
日
）
９
時
〜

11
時
　
仕
上
げ
　
24
日

（
土
）
９
時
〜
12
時
　
撤

収
　
９
月
１
日
（
日
）
９

時
〜
10
時
　
テ
ン
ト
設
営
　

８
月
23
日
（
金
）
19
時

30
分
〜
20
時
30
分
　
会
場

設
営
　
24
日
（
土
）
10
時

〜
15
時
　
25
日
（
日
）
13

時
〜
15
時
　
警
備
・
清
掃

24
日
（
土
）
25
日
（
日
）

16
時
〜
22
時
　
本
部
・
ス

テ
ー
ジ
　
24
日
（
土
）
25

日
（
日
）
16
時
〜
22
時

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
　
24

日
（
土
）
25
日
（
日
）
14

時
〜
19
時

【
愛
宕
神
社
】

納
涼
盆
踊
り
大
会
＝
８

月
５
日
（
月
）
６
日
（
火
）

19
時
〜
21
時
　
雨
天
順
延

場
所
　
愛
宕
神
社
（
田
柄

２
ー
17
ー
11
）

主
催
　

田
柄
婦
人
会
　
後
援
　
田

柄
町
会
　
町
内
各
種
団
体

【
地
区
区
民
館
】

え
ん
に
ち
＝
８
月
24
日

（
土
）
12
時
〜
14
時
　
か

き
氷
・
わ
た
が
し
・
当
た

り
く
じ
・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ

り
・
缶
ジ
ュ
ー
ス
各
50
円
　

や
き
そ
ば
１
０
０
円
　

や
き
だ
ん
ご
70
円
　
駄
菓

子
10
円
〜
20
円
　
缶
ビ
ー

ル
２
０
０
円
　
雨
天
決
行

【
児
童
館
】

卓
球
大
会
＝
８
月
23
日

（
金
）
15
時
〜
18
時
　
対

象
　
小
学
生
　

【
南
地
区
区
民
館
】

夏
休
み
こ
ど
も
卓
球
道

場
＝
８
月
７
・
14
・
21
・

28
日
（
水
）
10
時
30
分
〜

12
時【

図
書
館
】

夏
休
み
宿
題
応
援
隊
〜

レ
フ
ァ
丸
＝
８
月
６
日

（
火
）
〜
10
日
（
土
）
10

時
〜
14
時
　
対
象
　
小
中

学
生【

児
童
館
】

平
和
に
つ
い
て
考
え
よ

う
＝
８
月
９
日
（
金
）
15

時
〜
16
時
30
分
　
申
込

８
月
１
日
よ
り

真
夏
の
こ
お
り
遊
び
＝

８
月
30
日
（
金
）
15
時
〜

16
時
　

☎
（
３
９
２
５
）
４
７
８
４

【
教
育
科
学
館
】

ロ
ボ
ッ
ト
知
ろ
っ
と
遊

ぼ
っ
と
＝
９
月
１
日
（
日
）

ま
で
　
ス
ケ
ル
ト
ニ
ク
ス

に
乗
ろ
う
　
９
時
〜
11
時

30
分
　
13
時
〜
15
時
30

分
　
対
象
　
中
学
生
以
下

未
就
学
時
は
保
護
者
同
伴

定
員
　
各
回
50
名

夏
休
み
自
由
研
究
サ
イ

エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
＝
電
池

と
モ
ー
タ
ー
の
力
で
プ
ロ

ペ
ラ
を
回
し
て
風
を
起
こ

し
、
そ
の
力
で
進
む
プ
ロ

ペ
ラ
カ
ー
等
の
製
作
イ
ベ

ン
ト
。
缶
バ
ッ
ジ
や
プ
ラ

バ
ン
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
創
作

で
き
る
「
１
０
０
円
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
も
。

入
館
無
料
。
一
部
イ
ベ
ン

ト
は
有
料
。

板
橋
区
立
教
育
科
学
館
　

常
盤
台
４
ー
14
ー
１

☎
（
３
５
５
９
）
６
５
６
１

再
発
見
！
赤
塚
地
域
の

魅
力
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
＝
８
月
31
日
（
土
）
ま

で
　
郷
土
資
料
館
（
赤
塚

５
ー
35
ー
25
）

美
術
館

（
赤
塚
５
ー
34
ー
27
）

赤
塚
植
物
園
（
赤
塚
５
ー

17
ー
14
）

旧
粕
谷
家
住

宅
（
徳
丸
７
ー
11
ー
１
）

郷
土
芸
能
伝
承
館
（
徳
丸

６
ー
29
ー
13
）
の
５
施
設

に
ス
タ
ン
プ
台
が
設
置
さ

れ
て
い
る
、
す
べ
て
集
め

る
と
各
施
設
の
特
色
あ
る

記
念
品
が
も
ら
え
る
。
交

換
は
１
人
１
回
１
点
（
な

く
な
り
次
第
終
了
）

記
念
品

郷
土
資
料
館
　
①
勾
玉

づ
く
り
体
験
キ
ッ
ト
（
１

０
０
名
）
②
オ
リ
ジ
ナ
ル

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
（
同
）

③
板
橋
農
業
ま
つ
り
収
穫

体
験
ご
招
待
券
10
名
（
１

枚
で
２
名
招
待
）

美
術
館
　
オ
リ
ジ
ナ
ル

チ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
青
色

（
２
０
０
名
）

赤
塚
植
物
園
　
絵
葉
書

セ
ッ
ト
（
同
）

旧
粕
谷
家
住
宅
　
特
製

手
ぬ
ぐ
い
（
１
０
０
名
）

郷
土
芸
能
伝
承
館
　
オ

リ
ジ
ナ
ル
ミ
ニ
タ
オ
ル

（
１
１
０
名
）

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資

料
館
　
☎
（
５
９
９
８
）
０

０
８
１

【
郷
土
資
料
館
】

勾
玉
つ
く
り
体
験
＝
平

成
５
年
に
区
画
整
理
事
業

に
伴
い
発
見
さ
れ
た
「
四

葉
遺
跡
」(

板
橋
区
四
葉

一
・
二
丁
目
一
帯)

の
弥
生

末
期
の
方
形
周
溝
墓
周
辺

か
ら
、
国
内
最
大
級
の
長

さ
７
・
４
㌢
㍍
×
最
大
径

２
・
４
㌢
㍍
、
84
・
６
㌘

の
ヒ
ス
イ
の
勾
玉
が
出
土

し
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
平

成
10
年
よ
り
開
催
。
以
来
、

夏
休
み
の
自
由
研
究
と
し

て
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
作
成
す

る
勾
玉
は
、
天
然
石
の
滑

石
（
か
っ
せ
き
）
を
使
用
。

滑
石
は
柔
ら
か
く
削
り
や

す
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
、
参
加
者
は
あ
ら
か
じ

め
縦
４
㌢
㍍
・
横
２
・
５

㌢
㍍
・
厚
さ
０
・
９
㌢
㍍

程
度
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
滑

石
か
ら
、
や
す
り
を
使
っ

て
勾
玉
の
か
た
ち
を
表
現

し
て
い
く
。

受
付
で
セ
ッ
ト
を
購
入

し
、
何
種
類
か
あ
る
勾
玉

の
型
紙
を
参
考
に
し
て
、

滑
石
に
エ
ン
ピ
ツ
で
下
絵

を
描
く
と
、
郷
土
資
料
館

職
員
に
ド
リ
ル
で
ひ
も
を

通
す
穴
を
空
け
て
も
ら

い
、
石
を
削
る
作
業
を
開

始
。
下
絵
に
合
わ
せ
て
、

直
径
の
異
な
る
鉄
製
の
棒

や
す
り
や
、
木
の
棒
に
紙

や
す
り
を
巻
い
た
も
の
な

ど
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
四

角
い
石
か
ら
勾
玉
の
形
を

削
り
出
し
て
い
き
、
目
の

細
か
い
紙
や
す
り
で
仕
上

げ
の
つ
や
出
し
を
行
い
完

成
。
蛍
光
ペ
ン
で
色
を
つ

け
る
と
、
さ
ら
に
オ
シ
ャ

レ
な
仕
上
が
り
に
な
る
。

郷
土
資
料
館
職
員
は

「
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時

代
に
作
ら
れ
た
勾
玉
は
、

様
々
な
形
や
素
材
が
あ

る
。
そ
う
い
っ
た
違
い
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」

と
話
す
。
勾
玉
づ
く
り
体

験
は
、
９
月
１
日
（
日
）

ま
で
開
催
。
材
料
費
は
１

組
１
０
０
円
。８

面
に
続
く

 

 

 

【
夏
の
雲
公
園
】

第
36
回
　
夏
の
雲
公
園

祭
り
＝
８
月
23
日
（
金
）

16
時
〜
21
時
　
24
日

（
土
）
15
時
〜
21
時
　
内

容
　
む
ら
さ
き
幼
稚
園
児

な
ど
の
子
ど
も
盆
踊
り

櫓
を
囲
ん
で
の
「
納
涼
盆

踊
り
」
大
会
　
各
参
加
団

体
の
模
擬
店
　
地
域
の
芸

能
「
旭
太
鼓
」
ほ
か
　
子

供
み
こ
し
　
子
ど
も
絵
画

展
　
24
日
19
時
55
分
か

ら
20
時
１
分
ま
で
と
し
ま

え
ん
の
花
火
が
上
が
る
予

定
　実

行
委
員
会
　
委
員
長

コ
ー
シ
ャ
ハ
イ
ム
光
が
丘

第
一
自
治
会
長
　
青
木
英

雄
　
副
委
員
長
　
同
第
二

自
治
会
会
長
　
川
上
正
夫

同
第
三
自
治
会
長
　
今

井
澄
雄
　
同
第
四
自
治
会

長
　
網
　
繁
　
シ
テ
ィ
ー

コ
ー
プ
光
が
丘
管
理
組
合

理
事
長
　
原
　
正
信
　
パ

ー
ク
シ
テ
ィ
光
が
丘
管
理

組
合
理
事
長
　
落
合
直
樹

パ
ー
ク
サ
イ
ド
光
が
丘

管
理
組
合
理
事
長
　
井
上

修



７
月
24
日
、
田
柄

の
愛
宕
神
社
境
内
で

金
魚
市
が
開
か
れ
た
。

古
来
よ
り
火
防
・
農

耕
が
信
仰
さ
れ
て
お

り
明
治
10
年
頃
よ
り

毎
年
７
月
24
日
に
始

ま
っ
た
。
大
正
時
代

に
は
池
を
掘
り
田
柄
用
水

を
引
き
入
れ
、
金
魚
を
放

し
た
が
昭
和
16
年
頃
用
水

が
枯
れ
た
た
め
埋
め
池
に

な
っ
て
い
る
。
近
年
は
夏

の
金
魚
は
短
命
の
た
め
子

育
て
の
身
代
わ
り
と
さ
れ

て
い
る
。

 

む
つ
み
台
団
地
自
治
会

（
会
長
　
安
倍
美
佐
恵

世
帯
数
　
１
２
６
１
）
の

恒
例
「
む
つ
み
台
団
地
夏

祭
り
盆
踊
り
大
会
」
が
７

月
27
・
28
の
両
日
開
か
れ

た
。開

催
場
所
は
同
団
地
２

〜
３
号
棟
間
の
中
庭
で
光

が
丘
児
童
館
の
前
。

両
日
と
も
14
時
30
分
よ

り
輪
投
げ
大
会
　
15
時
30

分
よ
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会
。

初
日
18
時
30
分
よ
り
開
会

式
　
終
日
は
組
太
鼓
演
奏
　

19
時
〜
21
時
盆
踊
り
。

模
擬
店
な
ど
に
ス
タ
ッ
フ

が
活
躍
し
た
。

愛
宕
神
社
で
金
魚
市

む
つ
み
台
団
地
で
夏
祭
り

むつみ台団地で組太鼓が演奏された

涼を求める人々でにぎわった 昔ながらの金たらいに入れられて泳ぐ金魚ら

愛宕神社の日章旗が目立った



練
馬
区
立
中
里
郷
土
の

森
（
大
泉
町
１
ー
51
ー
２
）

で
、
夏
期
企
画
展
「
虫
の

く
ら
し
展
」
を
９
月
２
日

ま
で
開
催
し
て
い
る
。

企
画
展
は
『
虫
た
ち
の
く

ら
し
を
知

ろ
う
』
を

コ
ン
セ
プ

ト
に
、
昆

虫
採
集
が

楽
し
く
な

る
「
虫
と

り
カ
ー
ド
」

や
小
学
生

向

け

の

「
自
由
研
究

コ
ー
ナ
ー
」
を
用
意
。
そ

の
他
に
も
、
「
く
ら
し
観

察
コ
ー
ナ
ー
（
生
体
展

示
）
」
、
「
虫
の
く
ら
し
ギ

ャ
ラ
リ
ー
（
写
真
展
）
」

「
セ
ミ
す
ご
ろ
く
」「
パ
ズ

ル
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
、
昆

虫
の
く
ら
し
に
ま
つ
わ
る

展
示
物
も
充
実
。

特
に
、
採
集
し
た
昆
虫

の
種
類
を
調
べ
、
記
録
し

自
分
だ
け
の
カ
ー
ド
を
増

や
す
「
虫
と
り
カ
ー
ド
」

は
大
人
気
。
８
月
25
日
に

は
、
昆
虫
ヒ
ー
ロ
ー
「
ミ

ヤ
マ
★
仮
面
」
に
よ
る
昆

虫
シ
ョ
ー
を
開
催
。

時
間
は
、
９
時
か
ら
17

時
　
火
曜
休
園
。
虫
あ
み

等
観
察
道
具
の
無
料
貸
出

し
も
あ
る
。

交
通
機
関
、
西
武
池
袋

線
大
泉
学
園
駅
北
口
か
ら

西
武
バ
ス
和
光
市
駅
南
口

行
き
、
「
北
大
泉
」
下
車

徒
歩
５
分
。

子
供
の
頃
、
豊
島
園

は
憧
れ
の
遊
園
地
で
し

た
。
木
馬
エ
ル
ド
ラ
ド

が
き
ら
き
ら
と
輝
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時

エ
ル
ド
ラ
ド
や
お
化
け

屋
敷
が
あ
っ
た
辺
り
に

は
木
々
が
生
い
茂
り
、

ど
ん
ぐ
り
を
た
く
さ
ん

拾
い
集
め
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
普
段
は
親
と

い
っ
て
い
る
遊
園
地
で

し
た
が
、
小
学
校
卒
業

の
記
念
に
と
、
初
め
て

自
分
達
だ
け
で
計
画
を

立
て
お
弁
当
を
つ
く
っ

て
も
ら
い
わ
く
わ
く
し

な
が
ら
一
日
を
過
ご
し

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
子
供
が
小
さ

い
頃
に
練
馬
農
家
の
イ

ベ
ン
ト
で
「
芋
掘
体
験
」

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が

ら
一
緒
に
引
っ
こ
抜
き
、

家
で
美
味
し
く
い
た
だ

い
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。今

、
光
が
丘
に
勤
務

し
て
同
じ
よ
う
に
自
然

に
囲
ま
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
練
馬
区

は
都
内
で
も
貴
重
な
、

都
市
と
農
業
が
両
立
し

て
い
る
区
で
す
。
無
人

の
購
買
ボ
ッ
ク
ス
が
置

か
れ
て
い
る
畑
も
あ
り
、

夏
は
新
鮮
な
枝
豆
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
生
徒
た
ち
に
大
人

気
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
練

馬
ス
パ
ゲ
テ
ィ
で
は
、

ヘ
ル
シ
ー
な
大
根
を
た

っ
ぷ
り
と
食
べ
ら
れ
ま

す
。
自
分
で
作
る
と
な

る
と
、
大
根
を
お
ろ
す

の
は
骨
の
折
れ
る
作
業

な
の
で
こ
の
メ
ニ
ュ
ー

の
時
は
、
野
菜
を
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

お
料
理
を
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し

な
が
ら
頂
い
て
お
り
ま

す
。今

年
「
世
界
都
市
農

業
サ
ミ
ッ
ト
」
が
11
月

29
日
か
ら
12
月
１
日
に

か
け
て
実
施
さ
れ
る
そ

う
で
す
。
練
馬
区
の
Ｈ

Ｐ
に
よ
る
と
、
近
年
、

世
界
の
各
都
市
に
お
い

て
、
都
市
に
お
け
る
農

業
や
農
地
の
役
割
・
魅

力
が
見
直
さ
れ
て
き
て

お
り
、
農
業
へ
の
関
心

が
高
ま
る
中
で
様
々
な

取
組
が
進
ん
で
い
ま
す
。

都
市
農
業
・
都
市
農
地

は
、
農
産
物
の
供
給
や
、

防
災
、
環
境
面
な
ど
に

関
す
る
多
様
な
機
能
を

有
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
今
後
の
都

市
に
お
け
る
市
民
生
活

を
さ
ら
に
豊
か
に
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

都
市
農
業
の
魅
力
と
可

能
性
を
国
内
は
も
と
よ

り
世
界
に
発
信
す
る
た

め
、
都
市
農
業
に
つ
い

て
積
極
的
な
取
組
を
行

っ
て
い
る
海
外
の
都
市
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン

ド
ン
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

ソ
ウ
ル
、
ト
ロ
ン
ト
の

５
都
市
か
ら
農
業
者
や

研
究
者
、
行
政
担
当
者

が
参
加
す
る
分
科
会
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
都
市
農
業
の
意
義

と
魅
力
を
共
有
す
る
そ

う
で
す
。

都
市
農
業
、
練
馬
区

に
ピ
ッ
タ
リ
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
昨
今
Ａ
Ｉ
、
仮
想

通
貨
等
非
現
実
世
界
が

進
む
中
、
身
近
に
農
業

と
い
う
実
体
験
が
で
き

る
環
境
に
あ
る
こ
と
は

大
変
貴
重
で
す
。
幼
い

時
期
の
記
憶
は
そ
の
後

の
人
生
に
と
っ
て
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
が

進
ん
で
は
い
ま
す
が
、

実
際
に
相
手
の
目
を
見

て
話
す
な
ど
学
校
で
し

か
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
生
徒
や
教
員

と
の
対
話
を
大
切
に
す

る
教
育
を
構
築
す
る
こ

と
を
信
念
に
し
、
こ
れ

か
ら
も
練
馬
、
光
が
丘

の
生
徒
た
ち
と
歩
ん
で

い
く
所
存
で
す
。「
世
界

都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
」

に
は
大
根
ひ
っ
こ
抜
き

大
会
等
も
開
催
さ
れ
る

そ
う
で
す
。
ま
た
と
な

い
機
会
な
の
で
生
徒
が

何
か
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
人
生
の
糧
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

東
京
都
生
ま
れ
　
板

橋
区
在
住

-643-

豊
渓
中
学
校
副
校
長
　

眞
坂
　
明
子

自
然
に
囲
ま
れ
た
練
馬
の
教
育
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